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▼
平
成
27
年
第
１
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、

さ
る
３
月
13
日
に
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ

り
審
査
報
告
を
行
い
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は

原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
総
務
委
員

長
と
し
て
、
最
終
日
は
条
例
改
正
や
補
正
予

算
及
び
当
初
予
算
な
ど
の
審
査
報
告
の
た
め

４
回
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
委
員
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
も
あ
り
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
一
般
質
問
は
、

足
元
も
震
え
な
が
ら
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、

最
近
は
壇
上
か
ら
同
僚
議
員
や
傍
聴
者
の
顔

も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
余
裕
も

出
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
議
会
終
了
後
は
、
毎
回
「
井
上
重
久
だ
よ

り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
原
稿
の
作
成

段
階
で
ど
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
る
か
、
写

真
撮
影
な
ど
い
つ
も
悩
み
な
が
ら
の
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
在
任
期
間
中
の
最
後
の
定

例
会
も
閉
会
、
来
る
統
一
地
方
選
挙
の
態
勢

を
整
え
本
格
的
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
激
励
会
や
集
会
等
に
参
加

す
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
万

全
な
体
調
で
選
挙
戦
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

１
月
〜
３
月

長崎市消防出初式
（平成27年１月７日、長崎市市民体育館）

同盟友愛連絡会第6回友愛塾
（平成27年２月１日、式見ハイツ）

市民クラブ政策要求の回答を受ける
（平成27年２月３日、市役所応接室）

長崎市消防殉職者追悼式
（平成27年２月17日、県勤労福祉会館）

連合長崎地区総決起集会
（平成27年３月7日、江戸町公園）

稲佐校区ＯＢ会総会
（平成27年３月８日、曙町中組公民館）

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

平成27年４月　発行責任者　井上　重久　編集責任者　梅本　一由　長崎市水の浦町1-1　TEL095-861-6032

活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員

だより
No.36No.36No.36

No.7

市
長
施
政
方
針
！

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
入
学
式
・
入

社
式
な
ど
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
時
期
を
迎
え
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

田
上
市
長
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
は
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
を
語

る
上
で
常
に
使
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
と
な
り
、

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
度

の
予
算
編
成
は
、
４
月
が
市
長
及
び
市
議
会

議
員
の
改
選
期
に
あ
た
る
た
め
、
継
続
事
業

や
経
常
経
費
な
ど
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算

の
考
え
方
を
基
本
と
し
、
緊
急
性
を
要
す
る

景
気
・
雇
用
対
策
に
係
る
事
業
、
国
・
県
・

関
係
団
体
等
と
の
連
携
、
協
働
が
必
要
な
予

算
な
ど
は
計
上
し
た
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
重

点
的
に
取
り
組
む
た
め
、
国
の
「
地
方
創
生
」

に
向
け
た
交
付
金
の
要
件
に
沿
っ
た
事
業
は
、

速
や
か
に
補
正
予
算
で
計
上
し
た
い
。

主
な
取
り
組
み
事
業
！

主
な
取
り
組
み
は
、
２
つ
の
世
界
遺
産
登

録
を
見
据
え
た
観
光
客
の
受
入
れ
態
勢
の
整

備
、
世
界
新
三
大
夜
景
の
更
な
る
周
知
、
５

つ
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
「
ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
賑
わ
い
の
再
生
、
被
爆

70
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
被
爆
の
実
相
を
次

の
世
代
に
継
承
し
世
界
に
強
く
発
信
し
て
い

く
、
産
学
官
金
の
連
携
強
化
で
雇
用
拡
大
と

所
得
向
上
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
低
炭
素
な

環
境
と
調
和
が
と
れ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実

現
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
、
と
の
施
政

方
針
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要

予
算
の
概
要
は
、
歳
入
面
で
は
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
財
源
（
66
・
８
％
）
が
全
体

の
１，
４
３
０
億
４，
６
０
０
万
円
、
自
主
財

源
（
33
・
２
％
）
の
市
税
は
固
定
資
産
税
の

減
少
な
ど
で
５
２
６
億
５，
３
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
１，

３
４
５
億
６，
１
０
０
万
円
（
62
・
８
％
）
の

う
ち
、
人
件
費
２
８
５
億
４，
８
０
０
万
円
は

行
財
政
改
革
の
推
進
で
職
員
数
を
減
ら
し
抑

制
、
扶
助
費
は
８
０
９
億
１，
９
０
０
万
円
、

公
債
費
２
５
０
億
９，
４
０
０
万
円
で
、
投
資

的
経
費
は
２
６
４
億
９，
６
０
０
万
円
（
12
・

４
％
）、
そ
の
他
の
経
費
は
５
３
１
億
２，
３

０
０
万
円
（
24
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

27
年
度
末
見
通
し
〈
一
般
会
計
〉
で
、
市
民

一
人
あ
た
り
の
借
金
は
57
万
３
千
円
、
貯
金

は
９
万
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
面
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
目
線
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
、

税
金
の
有
効
活
用
、
事
業
の
見
直
し
等
、「
活

力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

皆
様
の
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

総務委員長報告で４回登壇（平成27年３月13日、本会議場）

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上
対
策
費
補
助
金

…
１，
５
０
９
万
４
千
円

国
民
体
育
大
会
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、
全
国
中

学
校
総
合
体
育
大
会
等
の
全
国
大
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
競
技
力
向
上
を
図
る
た

め
、
各
競
技
団
体
が
行
う
競
技
力
向
上
対
策
事
業
の
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
。

◆
基
幹
業
務
系
シ
ス
テ
ム
運
営
費
…
…
４
億
３，
４
０
２
万
１
千
円

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
整
備

関
連
費
。【
拡
大
分
】
１
億
７，
８
８
７
万
円

【
第
27
号
議
案
】
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

野
母
崎
地
区
の
振
興
を
図
る
た
め
、
一
般
財
団
法
人
長
崎
市
野

母
崎
振
興
公
社
を
存

続
さ
せ
た
い
が
、
貸

し
付
け
た
金
銭
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日

の
返
済
期
限
ま
で
に

は
返
済
さ
れ
る
見
込

み
が
な
く
、
平
成
27

年
度
に
お
い
て
、
法

律
に
定
め
る
一
般
財

団
法
人
の
解
散
事
由

と
な
る
純
資
産
額
が

３
０
０
万
円
未
満
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
同
公
社
に
対

す
る
金
銭
債
権
を
放

棄
し
た
い
。

総
務
委
員
会
報
告（
要
旨
）３
月
３
日
〜
10
日

1億2,000万円の債権を放棄！（野母崎海の健康村）



当初予算総額約3,777億円（特別会計含む）、102の議案を可決・同意！当初予算総額約3,777億円（特別会計含む）、102の議案を可決・同意！当初予算総額約3,777億円（特別会計含む）、102の議案を可決・同意！

補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！

平成27年第1回定例会(2月議会)開催！

28
年
度

◆
斜
面
市
街
地
再
生
事
業
費

…
５
億
２，
１
２
０
万
円

密
集
斜
面
市
街
地
に
お
い
て
、

生
活
道
路
等
の
整
備
や
老
朽
住
宅

の
改
善
な
ど
を
総
合
的
に
行
い
、

防
災
性
の
向
上
や
居
住
環
境
の
改

善
を
図
る
。

・
事
業
地
区
　
十
善
寺
地
区
ほ

か
７
地
区

・
平
成
27
年
度
　
老
朽
建
物
除

却
、
道
路
整
備
、
共
同
住
宅

建
築
費
等
補
助
　
他

◆
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
費
　

…
１
億
４
０
０
万
６
千
円

【
拡
大
分
】

８
３
５
万
３
千
円

・
自
治
会
広
報
な
が
さ
き
等
配

布
謝
礼
金

市
か
ら
自
治
会
に
配
布
を
お
願

い
し
て
い
る
回
覧
文
書
等
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
自
治
会
の
負
担
も

増
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
同
謝

礼
金
を
増
額
す
る
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費…５，

５
２
９
万
円

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
及
び
生

活
環
境
へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
実
施
す
る
、
鳥
獣
の
侵
入
を
防

ぐ
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気

柵
等
の
貸
与
、
鳥
獣
の
予
察
捕
獲

委
託
、
専
門
業
者
へ
の
有
害
鳥
獣

対
策
相
談
等
委
託
、
長
崎
市
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
の
運
営
補
助
等

に
要
す
る
経
費
。

◆
宅
地
の
が
け
災
害
対
策
費
補
助

金
…
…
…
…
…
２，
０
０
０
万
円

災
害
が
発
生
し
た
個
人
が
所
有

す
る
宅
地
等
の
が
け
面
で
、
そ
の

対
策
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
斜
面
地
に
お
け
る
市

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
。

・
補
助
率
　
１
／
３
　
助
成
限

度
額
２
０
０
万
円

◆
非
構
造
部
材
耐
震
化
推
進
事
業

費
・
山
里
小
ほ
か

・
東
長
崎
中
ほ
か

・
屋
内
運
動
場
（
長
崎
商
業
高
校
）

当
初
予
算
の
主
な
内
容

・
武
道
場
（
長
崎
商
業
高
校
）

…
４
億
７，
６
８
０
万
円

小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

屋
内
運
動
場
及
び
武
道
場
に
つ
い

て
、
吊
り
天
井
の
撤
去
や
照
明
器

具
な
ど
の
落
下
防
止
対
策
を
行
う
。

小
学
校：

山
里
小
学
校
ほ
か
２
校

中
学
校：

東
長
崎
中
学
校
ほ
か
20
校

高
等
学
校：

長
崎
商
業
高
校

◆
耐
震
化
推
進
事
業
費

・
稲
佐
岳
駅
舎
ほ
か
　…

２
億
円

長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
稲
佐
岳

駅
舎
お
よ
び
淵
神
社
駅
舎
に
お
い

て
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
。
併

せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
工
事
と
し

て
段
差
解
消
及
び
稲
佐
岳
駅
舎
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事
を
行
う
。

・
事
業
期
間
　
平
成
26
年
度
〜

27
年
度

・
平
成
27
年
度
　
耐
震
補
強
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事

な
ど

長崎ロープウェイ（淵神社駅舎）

市道大鳥町大谷町１号線道路改良

平
成
27
年
第
１
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
13

日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
当
初
予

算
は
、「
ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
世
界
遺
産
登
録
推
費
な
ど
一
般

会
計
予
算
２，
１
４
１
億
８，
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
予
算
１，
２
１

７
億
１，
３
６
４
万
６
千
円
、
公
営
企
業
会
計
予
算
４
１
８
億
２，
２
５

１
万
１
千
円
の
総
額
３，
７
７
７
億
１，
６
１
５
万
円
７
千
円
、
国
の
経

済
対
策
に
伴
う
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
等

を
活
用
し
た
補
正
予
算
な
ど
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
は
、
長
崎
市
中
央
公
民
館
、
長
崎
市
民
体
育
館
、
長
崎
市

文
化
ホ
ー
ル
及
び
長
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
４
施
設
を

一
体
管
理
す
る
「
長
崎
市
民
会
館
条
例
」、
付
属
機
関
の
設
置
及
び
運

営
に
関
す
る
必
要
な
事
項
の
整
備
を
す
る
「
長
崎
市
付
属
機
関
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
野
母
崎
振
興
公
社
に
貸
し
付

け
た
１
億
２，
０
０
０
万
円
の
債
権
を
放
棄
す
る
「
権
利
の
放
棄
に
つ

い
て
」、「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
」
な

ど
１
０
２
の
議
案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
に
お
け
る
選
択
と
集
中
に
よ
る
見
直
し
事
業
は
、
新
規
１

０
４
件
（
48
億
１，
９
８
９
万
円
）、
拡
大
44
件
（
５
億
４，
２
０
６
万

円
）、
廃
止
10
件
（
１
億
９，
２
６
６
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
民
間
建
築
物
耐
震
化
推
進
費
補

助
金
…
…
…
…
９，
３
５
７
万
円

民
間
の
特
定
建
築
物
の
耐
震
化

を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
費
及
び

耐
震
改
修
設
計
費
の
一
部
を
助
成

す
る
。

【
拡
大
分
】
３，
６
６
５
７
千
円

・
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建

築
物
（
階
数
３
以
上
５，
０
０

０
㎡
以
上
の
建
築
物
な
ど
）

に
係
る
耐
震
改
修
設
計
費
に

対
す
る
助
成
を
実
施
。（
平
成

28
年
度
以
降
、
耐
震
改
修
工

事
に
係
る
助
成
を
実
施
す
る

予
定
）

・
補
助
率
　
２
／
３
（
別
途
所

有
者
に
対
し
て
は
、
国
か
ら

の
１
／
６
の
直
接
補
助
あ
り
）

◆
道
路
新
設
改
良
事
業
費

・
車
み
ち
整
備
事
業
費
　

…
１
億
４，
６
５
０
万
円

密
集
市
街
地
等
の
斜
面
地
に
お

い
て
、
車
が
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
市
道
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

工
夫
に
よ
り
、
車
が
入
る
「
車
み

ち
」
と
し
て
整
備
し
、
居
住
環
境

の
改
善
と
防
災
性
の
向
上
を
図
る
。

・
事
業
期
間
　
平
成
25
年
度
〜

30
年
度

・
平
成
27
年
度
　
事
業
予
定
箇

所
　
13
路
線
（
平
成
26
年
度

は
７
路
線
）
入
船
町
８
号
線
、

入
船
町
15
号
線
、
出
雲
６
号

線
、
桜
木
町
１
号
線
　
な
ど

◆
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

…
８，
１
０
０
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
大
規
模

化
及
び
老
朽
化
の
解
消
の
た
め
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
整
備

す
る
。

・
事
業
期
間
　
平
成
26
〜
27
年

度
（
戸
石
）、
平
成
26
〜
28
年

度
（
小
榊
）、
平
成
27
年
度

（
坂
本
、
稲
佐
、
小
江
原
）

◆
民
間
保
育
所
等
施
設
型
給
付
費

・
保
育
所
…
…
86
億
２
３
３
万
円

市
町
村
が
施
設
型
給
付
費
の
支

給
に
係
る
施
設
と
し
て
確
認
を
し

た
教
育
・
保
育
施
設
（
保
育
所
）

に
お
け
る
、
支
給
認
定
子
ど
も
の

特
定
教
育
・
保
育
に
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
支
給
す
る
。

◆
防
犯
カ
メ
ラ
整
備
費

…
１，
８
０
０
万
円

学
校
敷
地
内
に
お
け
る
犯
罪
の

抑
止
や
事
件
発
生
時
の
迅
速
な
解

決
に
つ
な
げ
る
た
め
、
現
在
防
犯

カ
メ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
整
備
す
る
。

小
学
校：

58
校

中
学
校：

31
校

高
等
学
校：

長
崎
商
業
高
校

◆
小
学
校
整
備
事
業
費

・
小
榊
小
移
転
改
築

…
４
億
２，
３
０
０
万
円

校
舎
の
老
朽
化
・
耐
震
力
不
足

の
問
題
と
、
将
来
的
に
見
込
ま
れ

る
教
室
不
足
の
発
生
に
対
処
す
る

た
め
、
移
転
改
築
を
行
う
。

・
事
業
期
間
　
平
成
25
年
度
〜

歳出
214,180
（百万円）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　23　年　度
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
当　初
当　初

1 8 , 8 8 5
2 0 , 1 9 5
1 8 , 1 5 3
1 8 , 8 1 6
2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
26 , 4 96

5.8％
4.3％

▲3.9％
▲6.8％
18.5％
▲1.2％
24.7％

平　成　24　年　度

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

人件費
28,548
13.3％

公債費
25,094
11.7％

投資的経費
26,496
12.4％

物件費
20,569
9.6％

繰出金
12,254
5.7％

貸付金及び
出資金
5,685
2.7％

その他
14,615
6.8％

扶助費
80,919
37.8％

市債
26,824
12.5％

県支出金
11,104
5.2％

その他の
依存財源
8,768
4.1％

市税
52,653
24.6％

諸収入
5,320
2.5％

使用料・手数料
4,459
2.1％

その他の自主財源
8,702
4.1％

地方交付税
37,820
17.6％

国庫支出金
58,530
27.3％

その他の経費53,123
24.8％

義務的経費134,561
62.8％

依存財源143,046
66.8%

自主財源71,134
33.2%

投資的経費26,496
12.4％

歳入
214,180
（百万円）

2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業

★は新規

項　目 事　業　名 予算案額

世界遺産

文 化 財

出島復元

まちぶら
プロジェクト

夜景観光

企業誘致

環　　境
災害対策

長 崎 駅
周　　辺

被爆70年

　産業革命遺産　端島炭坑関連の保存整備
　産業革命遺産　端島炭坑の遺構調査、整備活用計画
　長崎の教会群　イコモス現地調査対応など
　長崎の教会群　駐車場・トイレ等の整備
　旧長崎英国領事館の保存修理
★旧グラバー住宅の耐震診断
　乙名詰所など６棟復元
　出島表門橋架橋工事
　対岸の中島川公園整備
　新大工町地区の再開発事業支援
★浜町地区の再開発事業支援
★銅座プロムナードの街路整備関連
　唐人屋敷跡の顕在化関連
★鍋冠山公園展望台の改築
★田中町の企業立地用地整備
　長崎半島・琴海クリーンセンターの整備
　ごみ焼却施設の新「西工場」建設
　崖崩れ被害が発生した宅地などの復旧費の一部補助
　九州新幹線西九州ルート建設事業（負担金）
　土地区画整理事業（長崎駅周辺）
　長崎駅中央通り線の整備
　ＪＲ長崎本線連続立体交差事業（負担金）
　長崎原爆資料館の施設整備
　世界こども平和会議の開催
　米国で「原爆展」開催など　

8,000万円
1億486万円
3,370万円

1億3,450万円
1億5,000万円
1,080万円

3億1,400万円
2億7,000万円
2億4,280万円
4億1,490万円
1,320万円
1億500万円
2,400万円

1億3,220万円
7億6,700万円
8億9,900万円
53億8,420万円

2,000万円
2億966万円
3億6,810万円
2億1,670万円
7億5,850万円
1億7,780万円
1,450万円
1,500万円


